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１．選手・スタッフの登録について

1.1 公式戦にエントリーできるまでの登録の流れ

以下の4つのステップを経て、公式戦に出場（スタッフのベンチ入りは全日本大学サッカー連盟登録以降

のみ対応で）することができます

© 2022 JUFA Tokyo All Rights Reserved 22022チームマニュアル

KICKOFFシステム
全日本大学

サッカー連盟登録
各大会別
エントリー

試合当日
メンバー表

1.2 KICKOFFシステムでの申請（日本サッカー協会登録）

登録承認には1週間程度（最大で2週間）かかります。

東京都大学サッカー連盟では週1回程度の承認（その後、東京都サッカー協会承認）

1.3 全日本大学サッカー連盟登録（追加登録）

（１）書類作成

① 登録申請用紙（追加登録） ➡ 登録責任者の署名・捺印後、PDFに変換

③ 個人登録票（選手・スタッフ） ➡ 初回登録に追記 し、Excel形式のまま提出

（２）関東大学サッカー連盟への振込

選手1名につき、1,500円

三菱UFJ銀行 本郷支店 普通 0147968 一般財団法人関東大学サッカー連盟

※振込人名義を 「大学名」 にすること

スタッフ選手

選手

（３）東京都大学サッカー連盟への振込

選手1名につき、2,800円

三井住友銀行 恵比寿支店 普通 6807714 東京都大学サッカー連盟

※振込人名義を 「大学名」 にすること

※振込明細は各チームで保管すること

選手

（４）書類の送信

送信先：jufa_touroku@f-togakuren.com

宛名 ：関東大学サッカー連盟登録部御中

※ 他人の代筆NG

【提出物】

・ ① 登録申請用紙（追加登録）※PDF

・ ③ 個人登録票（選手・スタッフ）※Excel

スタッフ選手

※ （２）～（４）を3日以内に行うこと



1.4 各大会別のエントリー
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（１）大会への登録の考え方

試合への出場

大会エントリー

選手として

試合出場
ベンチ入り

スタッフとして

ベンチ入り
審判担当 備考

選手登録 ○ × ×

スタッフ登録 × ○ ×

学生審判員登録 × ×

○

東京都大学サッカー連盟の
学生審判員名簿に記載さ
れている方のみ

全日本学連に選手または
スタッフとして登録必要

（２）大会への初回エントリー

・ 初回の選手登録は30名まで

・ 番号は1～99の範囲内（連番でなくてもよい）

・ 同一大会中の番号変更は不可（リーグ戦は、前期・後期を別と考え、後期に改めて初回エントリー）

※チャレンジリーグは通年で1回

（３）追加エントリー

・ リーグ戦：15名まで その他の大会：3名まで

・ 初回に30名未満の登録の場合や登録抹消しても、追加枠は増えない

・ 申請期限 （土日試合の場合）直近火曜日18時 （土日以外）4日前18時

・ 申請内容に不備があった場合、期限までに修正されなければ、次回（翌週）の申請 とする

・ 1試合に対しての申請は1度まで

・ スタッフの人数制限はなし（申請期限は上記の通り）



２．新型コロナウイルス感染症に対する対応方法について

2.1 各チームにおける感染対策事項

基本的な感染対策の徹底をお願いします
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（１）ウォーミングアップ時、試合時以外のマスク着用（特に更衣時）

（２）試合中、ベンチ着席メンバーのマスク着用

（３）試合後の消毒（選手・スタッフ、使用した場所）

（４）屋内での行動（特に更衣室内）

2.2 陽性者発生時の対応

・ 試合出場可否の判断：各大学本部および保健所

・ 試合が実施できない場合：監督または社会人運営委員より連絡（学生運営委員は不可）

・ 試合中止の対応：（リーグ戦）延期 （トーナメント戦）不戦敗

・ 延期リーグ戦の設定：対戦両チームで相談の上決定（申請期限は、各節試合設定スケジュール通り）

2.3 公式戦における対応

・ 試合会場名公開 ：一般観戦者も可能

・ 試合会場名非公開：運営チームの判断の下、部員や保護者・OB等の入場を可とする場合あり

会場非公開時の対応（連絡ルート）

HP・SNS対応：文字情報で会場名を公開することは、試合後含めて不可（試合写真の掲載は可）

来場申請

来場申請

来場人数確認
保護者等観戦確認

来場申請

（役員運営視察は事前連絡なし）

メディア

Jクラブ等スカウト

チームによる
スカウティング

運営
チーム

会場訪問チーム

協会派遣審判員

その他関係者

東京都大学
サッカー連盟

来場者氏名連絡



2.4 東京都大学サッカー連盟感染症対策ガイドライン
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３．試合前日までの準備について

3.1 準備する人員
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（１）マッチコーディネーションミーティング（MCM）出席者

・ 当日チームを引率する責任者（最上位の者） ※左記に加えて補助スタッフの出席は可

・ 1,2部リーグ（および1,2部リーグを目指すチーム）は監督または社会人スタッフの出席必須

・ 1,2部リーグ（および1,2部リーグを目指すチーム）は監督または社会人運営委員の出席が

全公式戦のうち60%以上必要

※80%以上の暫定措置は2021年で終了

（２）運営補助学生（ボールパーソン・担架要員）

・ 運営チームから求められた場合のみ対応（運営チームにて完結する場合もあり）

＜運営補助学生の服装＞

・ チームジャージ（推奨）または ユニフォーム以外のサッカーウエア

・ ランニングシューズ または サッカーシューズ

・ 私服NG、スーツNG

・ サンダルNG

・ ビブス着用は不要

（３）学生審判員

・ 審判割当表に記載の通り対応

・ 1,2部リーグ所属チームは、チーム試合日の同日に別会場での審判割当の場合あり

・ チャレンジリーグ所属チームも、別日での審判割当が難しい場合、同日別会場となる場合あり

・ いかなる場合でも、マッチコーディネーションミーティング（MCM）を欠席することは認められない

※ 当日の試合メンバー外から選出 ※2/19削除

※ MCM以降は審判業務に従事（ベンチに戻る、応援に戻る、ボールパーソン等に戻る 不可）

※ 1,2部・チャレンジリーグ共通

・ 連盟指定レフェリーウエア（sfida製）を着用

・ 詳細は 「学生審判員マニュアル」 を参照



3.2 準備するモノ
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（１）公式戦用ボール

・ 最低2つ用意（必要数については、運営チームが決定）

・ 詳細は、「3.3 公式戦用ボール」を参照

（２）マッチコーディネーションミーティング（MCM）用ユニフォーム

・ FP、GK ともに1st、2nd の計4 種類を持参

（４）JFA登録選手一覧

・ KICKOFFシステムから出力・印刷して持参 ※顔写真が掲載されていること

（５）メンバー表

・ 3部持参

・ 原則として、メンバー含め全てPC入力した上で提出（3枚での差異発生リスク軽減のため）

（６）交代カード

・ 5名分持参

・ チーム名はPC入力した上で印刷

3.3 公式戦用ボール

・ MIKASA FT550B-YP-JUFA

・ チームA（対戦表左側記載チーム）が 未使用球1つ を用意 （チャレンジリーグ除く）

・ その他のボールは未使用球に近い状態になるよう磨く

・ 空気圧は予め 1.0 ber（1,000 hPa）に調整

1,000 hPa

スポンジ等で磨く 空気圧を事前調整

（３）控え選手用ビブス

・ 7枚持参

・ 自チームFP、相手チームFPユニフォームと異なる色（類似色でも区別がつけばよい）

・ ジャージ着用でも必ず着用する



４．試合当日について

4.1 当日の流れ
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時 間 内 容

70分前 マッチコーディネーションミーティング（MCM） 4.2 参照

60分前 メンバー表 提出 4.3 参照

～15分前まで ウォーミングアップ ※15分前に終了 4.4 参照

15分前 運営補助学生（ボールパーソン・担架要員）集合 運営から要請がある場合

7分前 ベンチアウト

試合中 4.6／4.7 参照

試合終了後 公式記録確認 4.8 参照

4.2 マッチコーディネーションミーティング（MCM）

（１）持ち物

・ ボール（P6参照） ※ 以後、ウォーミングアップでは使用できない

・ ユニフォーム4種類（P6参照）

・ メンバー表（P6参照）

・ 張り番（該当するユニフォーム全て）

※ 四辺をしっかり縫う

※ 番号は本来のフォントと同じように仕上げる（太さ、形）

※ 白地に黒マジックでよい（本来ユニフォームと同じ生地、同じフォント色が好ましい）

4種類のユニフォームは机に並べる

（２）社会人スタッフ／監督・社会人運営委員 の試合帯同の考え方

・ マッチコーディネーションミーティング（MCM）の出席者をもって判断

・ MCM開始時に不在 → 遅刻（ペナルティポイント）

・ MCM終了時も不在 → 欠席（試合帯同していないものとみなす）

・ 定刻となり、学生スタッフも含めて、チーム関係者が1名会場到着していれば MCMは開始 する

・ 鉄道大幅遅延により、キックオフ時刻変更を検討する場合あり（連盟判断）

※ 写真撮影について（4.5参照）
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4.3 メンバー表 提出

◆ 当日責任者による確認ポイント

・ 3部全てに同じ情報が記載されていることを確認する

・ 記載内容（氏名、番号、先発/控え 等）が正しいことを確認する

・ 確認後、自筆により署名する（代筆不可） ※確認前に署名しない

4.4 ウォーミングアップ

（１）フィールドに入れるメンバー

・ メンバー表記載の選手 18名

・ メンバー表記載のスタッフ 7名 6名 ※2/20修正（誤植）

・ メンバー表には記載されていないウォーミングアップ補助要員（選手・スタッフ） 若干名

（２）フィールドに入れないメンバー

・ 写真撮影、動画撮影のスタッフ

・ 運営補助学生（ボールパーソン・担架要員）

・ 応援部員

4.5 写真撮影

（１）メンバー表記載のベンチ入りスタッフ

・ 試合前 → フィールド外 で撮影可能

・ キックオフ前スタメン写真 → ベンチ内から撮影可能

・ 試合中 → 撮影NG

・ ハーフタイム → ベンチ内から撮影可能

（２）ベンチ登録外の写真撮影スタッフ

・ 試合前に運営本部から 「メディア用ビブス」 を受け取る

・ 試合中は、滞在可能エリア内に配置し、歩き回らない

・ ハーフタイム中も ベンチ付近には近づかない

・ 試合終了後、ビブスを返却

メディア滞在可能エリア

ベンチ 運営 ベンチ
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4.6 ベンチの使い方

（１）ベンチの着席・テクニカルエリアの使い方

・ テクニカルエリアは、監督・コーチ・交代要員含め、その都度 1名のみ が、戦術的指示が可能

・ テクニカルエリアを 2名以上で同時に使用できない

・ テクニカルエリア利用者、ウォーミングアップ以外の方は ベンチに着席

・ ベンチ入りマネージャーも 作業中以外は、ベンチに着席

・ 交代要員7名は ビブスを必ず着用（ジャージ着用でも上にビブスを着用する）

（２）試合中のウォーミングアップ

・ ボールを使用したウォーミングアップはNG

・ ウォーミングアップ以外ではベンチに着席

・ ボールは試合使用球との混同しないよう、バッグ等に片づける

（３）電子機器（スマートフォン・タブレット・ビデオカメラ等）の使用

・ 戦術的な目的のみ使用可能

・ 試合映像の撮影は NG

・ キックオフ前、ハーフタイム中は撮影可能

（４）登録メンバー外の応援部員

・ ウォーミングアップ、試合開始前ミーティング、ハーフタイムいずれの場合も、ベンチに立ち入ることはNG

・ 応援エリアのみ立ち入り可能です。

4.7 得点時

得点時、ベンチメンバーはフィールドに絶対に入らない

4.8 試合終了後（公式記録確認）および 優秀選手投票

・ マッチコーディネーションミーティング出席者（＝当日責任者）による 署名 が必要

・ 形式上の署名ではなく、記載内容について確認 の上、その証としての署名

・ 署名後、公式記録記載内容の 変更は受け付けない

・ 優秀選手、自チーム1名・相手チーム1名へ投票

・ 警告対象の行為

・ リーグの価値を著しく下げます


